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１．はじめに 
 地質情報は我々の生活基盤を支える重要な情報の 1 つで

ある．とくに，日本は斜面災害や地震災害等の地質に関連し

た自然災害のリスクが高く，地下地質構造を表す 3 次元地

質モデルはそれらの対策や問題解決のための基礎情報とし

て重要である．また，近年，国土交通省は CIM（Construction 
Information Modeling）の導入に向けた取り組みにおいて 3
次元空間形状の利活用を検討しており，3 次元地質モデルの

必要性はますます高まっている． 
3 次元地質モデルは，地質構造の論理モデル（地質体と境

界面の論理的関係）と境界面データから構築できる（塩野ほ

か，1998）．この構築原理に基づき，升本ほか（2008）は Web-
GIS による 3 次元地質モデリングシステムのプロトタイプ

を開発した．本研究では，プロトタイプの実用化を目指し，

3 次元地質モデルの可視化および出力機能をもつ Web-GIS
システムを開発した． 
 
２．システム概要 
 本システムはクライアント・サーバ環境で動作する．シス

テムを構成するソフトウェアはすべてインターネットから

無償でダウンロードできるフリーオープンソースソフトウ

ェアである．OS に Linux，Web サーバに Apache，3 次元

地質モデルの管理・出力のために GRASS GIS を使用した．

また，OGC（Open Geospatial Consortium）標準の WMS
（Web Map Service）や WPS（Web Processing Service）
での配信を実現するために，Web マッピングエンジンの

MapServer と PyWPS を使用した．これらの OGC 標準に

対応しているため，本システムを外部の Web-GIS やスタン

ドアロンタイプの GIS と連携させることが可能である．地

質モデルの 3 次元表示には，Web ブラウザでコンピュータ

グラフィックスを表示させるための標準仕様である

WebGL を用いた．利用者は特別なソフトウェアを必要とせ

ず，Web ブラウザからサーバにアクセスするだけで容易に

3 次元地質モデルを可視化できる． 

３．基本機能 
 本システムの入力データはテキスト形式の地質構造の論

理モデルと DEM 形式の境界面データである．これらのデ

ータから，3 次元空間内の任意の点に対して，その点が含ま

れる地質体を割り当てる関数（地質関数）とその点の近傍に

ある地質体の集合を対応づける関数（地質関数の近傍関数）

が定まる（升本ほか，1997；Nemoto et al., 2005）．地質関

数を用いることで地表面地質図や地質断面図等を描画でき，

地質関数の近傍関数を用いることで，地質境界面をベクト

ル形式で出力できる．これらの手法に基づいて，次の機能を

開発した． 
 
2 次元表示機能 
 Open Street Map や Google マップ等の地図上に，地表面

地質図や水平断面図を重ね合わせて表示できる．また，地図

上をクリックすることで，クリックした地点を通る東西と

南北の鉛直断面図を表示したり，クリックした 2 点間の鉛

直断面図を表示したりできる（第 1 図）． 
 
3 次元表示機能 
 複数の東西・南北断面からなるパネルダイアグラムを表

示できる（第 2 図）．マウス操作により，視点の移動やモデ

ルの拡大・縮小表示を動的に行える． 
 
地質境界面の出力機能 
 地質境界面を 3 角メッシュで出力し，DXF 形式で保存で

きる．DXF ファイルを CAD で表示した例を第 3 図に示す． 
 
４．おわりに 
 フリーオープンソースソフトウェアを用いて，地質構造

の論理モデルに基づいた 3 次元地質モデルのための Web 可

視化システムを開発した．3 次元表示における動的な断面カ

ット機能や任意断面のベクトル出力機能等を追加すること

で，より実用的なシステムにすることが今後の課題である． 
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第 1 図 水平断面図と鉛直断面図の表示例． 
 

    
第 2 図 パネルダイアグラムの表示例． 

 
第 3 図 地質境界面の表示例． 
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